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審査要旨 
この論文は、近世江戸における都市住民の木材利用の歴史について、実証的に明らかにすることを目的として書かれ、それ
はおおむね達成されていると思われる。 
論者は、まず学史的検討とその批判の上に、植物学の専門家の協力で自らマスターした分析手法を駆使し、実際に東京都内
の複数の江戸遺跡から出土した建築用材や木製品の用材について逐一樹種同定を行っている。これに考古学的分析をも加え、
近世江戸に暮らした人々の木材利用の実態や、当時の江戸近郊における森林資源の状況、さらには、それに拠って江戸社会の
身分差・階層差との関わりなどについても検討を加えている。 
当然のことながら論文の基礎をなす標本分析、さらには表現、構成にも生物学的な面が目立ち、その意味でいささか違和感
もなくはないが、それだけ客観的で確実な基礎資料に基づくものとなっており、ここには植物考古学の新しい地平が拓かれて
いるばかりか、近世史の研究に考古学が少なからぬ貢献をなしうることを改めて示し、さらに日本の生態史や環境問題を考え
る上でも大きな手掛かりを含む、といった点で十分評価すべき論文となっている。  
第1章では、遺跡出土木製品・木材から得られる情報およびその研究方法について述べ、特に本研究で基礎となる樹種同定
の方法と、これに関連する研究史をまとめている。 
第2章では、東京・鎌倉を中心とした中・近世遺跡出土の木製品に関する研究史を扱い課題を抽出する。また、従来の樹種
同定結果の報告を集成し、中世以降の江戸およびその周辺地域において土木・建築や日常什器などに用いられた木材の樹種を
概観し、この時期の用材のおおよその傾向を明らかにする。 
第3章以降では、個別の遺跡の事例に則して検討を行っている。 
第3章では、江戸時代初期の事例として、東京都中央区八丁堀三丁目遺跡の17世紀前半を中心とする一般的都市住民層の
墓域から出土した、円形および方形木棺の樹種と形態を検討し、当時の身分・階層差との関係、さらに当時起こっていた森林
資源枯渇の影響を考えている。 
第4章では、主に江戸中期から幕末までの事例として、東京都新宿区崇源寺・正見寺という、17世紀後半～19世紀前半を
中心とする2つの寺院跡における、一般的都市住民層の墓域出土の木棺用材について、樹種と形態の検討から、やはり当時の
身分・階層差および森林資源状況の変化の関係を論ずる。 
第5章では、木材消費の主要なものの一つであった土木・建築用材の変遷を明らかにするため、東京都中央区日本橋一丁目
遺跡から出土した、江戸初期から近代に至る遺構構築材の樹種を同定し、江戸の町屋におけるそれら用材の変遷と、そこから
推定される木材利用の実態を検討する。 
第3章、第4章で木棺用材を例に検討した結果、江戸における木材消費の動向として、江戸初期から幕末期にかけて大きな
変化が認められるという。すなわち、17世紀前半から18 世初頭まで、円形木棺には主にサワラやアスナロ、ヒノキなどの材
が使われていたが、時期が下るにつれて材の樹種が多様化し、その後さらに、スギやアカマツ、モミ属などに置き換わること
を明らかにする。また、円形木棺の各部材のうち特にサワラとヒノキの材において、17 世紀前半に次第に薄いものになる傾
向があるが、17 世紀後半以降は、時期が下ってもあまり変わらないか、むしろ厚くなる傾向が認められた。こうした観察・
分析こそは本研究ならではの特長である。 
こうした事実から、円形木棺用材として、主に木曽川・天竜川流域などの天然林からもたらされた移入材を用いていた17 世
紀前半から18 世紀初め頃までは、都市における木材需要の増大による資源の枯渇を反映して材が軽薄化し、より奥山に生育
する樹種が用いられるようになっていたこと、また、時期が下るにつれて、江戸近郊での植林による木材生産の活発化と、「江
戸地廻り経済圏」など流通網の発達によって、江戸近郊を主産地とする人工林・二次林産の樹種が主に用いられるようになっ
たことを推定する。これまで知られていた文献史的情報と考古学的事実とがうまく適合する好例といえよう。 
なお、円形および方形木棺など江戸の一般的な都市住民層の木棺用材は、将軍家・大名家の墓の用材とは異なっており、江
戸時代を通じて身分差・階層差が木棺の用材にまで反映したことも推定している。 
こうした用材の変遷の様相は第5章での検討の結果、主要な木材消費の一つであった土木・建築用材にも認められた。すな
わち、17 世紀中葉以前には未だ変異に富んでいた木材の生産・流通の在り方や都市建設と木材需要の急増による各地からの
多様な木材の搬入、といった動きを反映しているが、17 世紀中葉以後になると、木材生産・流通網の整備により用途に応じ
た樹種選択が確立された一方で、江戸近郊の人工林の材あるいは転用材を用いるなど、木材を節減する傾向が見られるとする。
明暦の大火に代表される度々の火災や江戸の都市計画の変更により大量の需要が生み出され、それらを契機として、人工林
産の樹種の利用がさらに盛んになったこと、また明暦から寛文・延宝期には用材選択が定着し、木材消費の中心が、幕府・領
主による都市建設に伴う大規模な土木工事から一般都市住民層の生活資材へと移るのに伴い、限定された産地に頼る不安定な
用材から、木材の資源量や特性、価格に応じた適材へと変化していったことを推定している。 
さらに、この時期には全国的に森林資源の枯渇が深刻化し、幕府や諸藩もたびたび森林保護、伐木制限などを行っているが、
にもかかわらず江戸における木材利用が総量において著しく減少するといった考古学的事実は認められないといい、それは、
それ以前から人工林や流通網の整備が行われていたためであろうと推定している。 
18 世紀後葉以降になると、江戸近郊の植林材生産、および流通のますますの拡大が認められ、また用材選択のうえに木材
の商業的価値の反映が強く認められる、という。 
第6章は結論として前章までの検討をまとめ、江戸における木材利用は、上述のような用材変遷を基本としながら近代以降
に推移したと推定する。当時の木材利用は、価格や法令、身分・階層差による規制の影響を受けつつも、そのなかで最適な樹
種や寸法の木材を選択する営みを通じて、結果的に森林資源の持続的な利用を可能にしたのであろう、と論者はまとめている。
以上、この論文は近世江戸社会における木材利用の実態を実証的に究明しており、植物考古学、近世考古学、近世史、生態・
環境史など広い研究分野に少なからぬ貢献をなすことが期待される。 
ここに、本論文を早稲田大学の課程博士学位論文として十分ふさわしいものと判定する。 
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